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民
主
党
の
小
沢

氏
が
党
首
を
辞
職

し
て
新
た
な
政
治

局
面
を
迎
え
た
。

過
去
の
経
歴
か
ら
小
沢
氏
の

行
き
詰
ま
る
と
逃
げ
出
す
癖

が
指
摘
さ
れ
た
り
す
る
が
、

橋
下
大
阪
府
知
事
は
そ
の
決

断
を
民
意
を
無
視
で
き
な
い

現
在
の
政
治
環
境
を
理
解
し

て
い
る
と
し
、
日
本
が
成
熟

し
た
社
会
で
あ
る
事
の
現
れ

で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　

橋
下
知
事
は
、
テ
レ
ビ
の

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
背
景
に
選

挙
で
成
功
し
、
少
々
型
破
り

の
発
言
も
テ
レ
ビ
の
人
気
者

だ
か
ら
「
御
免
」
と
言
え
ば

愛
嬌
と
し
て
不
問
に
さ
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
強
力
な
武

器
と
し
て
大
阪
の
福
祉
行
政

を
ぶ
っ
壊
し
つ
つ
あ
る
。

　

彼
の
言
う
民
意
と
は
テ
レ

ビ
受
け
に
他
な
ら
ず
、
メ
デ

ィ
ア
、
プ
レ
ス
、
マ
ス
コ

ミ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

パ
イ
パ
ー
な
ど
と
呼
ば
れ

て
、
現
在
時
流
に
乗
っ
て
い

る
情
報
産
業
が
物
言
わ
ぬ
庶

民
と
は
無
関
係
な
第
四
の
権

力
府
を
構
成
し
司
法
、
立

法
、
行
政
を
凌
駕
し
つ
つ
あ

る
現
実
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
。

　

こ
れ
は
別
に
目
新
し
い
事

で
は
な
い
。
ナ
チ
の
宣
伝
相

ゲ
ッ
ペ
ル
ス
が
当
時
ラ
ジ
オ

で
情
報
を
武
器
と
し
た
過
去

が
あ
る
。

に
協
会
が
作
成
し
て
い
る
テ

レ
ビ
番
組
「
医
療
ど
ぉ
～
ナ

ル
」
を
紹
介
、
予
算
を
確
保

し
て
放
映
時
間
を
伸
ば
し
た

い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

梁
川
喜
舜
評
議
員
（
大
阪

市
南
部
地
区
）
は
、
医
療
運

動
の
す
す
め
方
で
、映
画「
シ

ッ
コ
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
医
療
の
実
態
を
ど

ん
ど
ん
打
ち
出
し
て
医
療
崩

壊
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き

だ
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

二
号
議
案
で
は
藤
井
佐
都

樹
評
議
員
（
南
河
内
地
区
）

か
ら
、
地
区
予
算
の
使
用
方

法
に
つ
い
て
地
区
組
織
の
裁

量
を
質
す
発
言
が
、
三
号
議

案
で
は
宇
治
田
竜
一
評
議
員

（
大
阪
市
東
部
地
区
）か
ら
、

と
方
針
を
支
持
す
る
発
言
が

あ
っ
た
。

　

福
西
啓
八
評
議
員
（
大
阪

市
西
部
地
区
）
は
、「
レ
セ

プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務

化
先
延
ば
し
の
可
能
性
」
の

タ
イ
ト
ル
が
専
門
誌
に
出
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
協

会
の
訴
訟
が
大
き
な
力
に
な

っ
て
い
る
」
と
し
て
方
針
へ

の
賛
同
が
表
明
さ
れ
た
。

　

土
田
仁
評
議
員
（
泉
州
地

区
準
備
会
）
は
、
歯
科
受
診

を
促
す
こ
と
と
協
会
運
動
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

医
療
費
総
枠
広
げ
患
者
負
担
軽
減
を

し
い
と
い
う
国
民
の
要
望
に

こ
た
え
て
い
く
」
と
情
勢
と

協
会
活
動
の
重
点
課
題
を
紹

介
、
ま
た
、
大
阪
府
民
の
医

療
・
福
祉
を
守
る
こ
と
も
協

会
の
重
点
課
題
だ
と
述
べ

た
。

　

評
議
員
か
ら
は
、
一
号
議

案
に
つ
い
て
、
戸
井
逸
美
評

議
員
（
大
阪
市
東
部
地
区
）

が
、
混
合
診
療
、
選
定
療
養

拡
大
は
公
的
医
療
保
険
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
、「
国
民
が

納
得
い
く
制
度
に
す
る
た
め

協
会
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
」

切
り
つ
め
で
し
の
い
で
い

る
。
医
療
費
総
枠
を
拡
大
し

て
患
者
負
担
引
き
下
げ
、
レ

セ
オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
反

対
、
指
導
・
監
査
強
化
へ
の

対
応
、
混
合
診
療
拡
大
阻

止
、
選
定
療
養
に
反
対
し
保

険
の
利
く
範
囲
を
広
げ
て
ほ

　

協
会
は
第
45
回
通
常
評
議
員
会
で
、
第
一
号
議
案
「
情
勢
、
活
動
の
ま
と
め
、
活
動
方
針

・
重
点
課
題
案
」、
第
二
号
議
案
「
２
０
０
８
年
度
決
算
報
告
案
」「
監
査
報
告
」、
第
三
号

議
案
「
08
年
度
収
支
差
額
処
理
案
」、
第
四
号
議
案
「
09
年
度
予
算
案
」、
第
五
号
議
案
「
理

事
・
監
事
選
出
の
件
」
の
５
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
決
議
案
「
政
治
の
流
れ
の
変
化

に
確
信
を
持
ち
、
国
民
と
共
に
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
」、
特
別
決
議

案
「
患
者
・
医
師
か
ら
医
療
を
取
り
上
げ
る
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
反
対
す
る
」
を
採

択
し
た
。
議
長
に
新
宅
雅
文
氏
、
副
議
長
に
松
倉
晴
明
、
平
川
光
彦
各
氏
を
選
出
し
た
。

　

機
関
紙
４
月
25
日
付
（
１

０
０
８
号
）
の
評
議
員
会
・

総
会
議
案
を
、
以
下
の
よ
う

に
ご
訂
正
く
だ
さ
い
。

　

６
面
６
段
目
16
行
目
～
を

「
資
本
金
10
億
円
以
上
の
企

業
の
経
常
利
益
は
、
２
０
０

０
年
の
19
兆
円
か
ら
07
年
度

決
算
で
32
兆
円
に
１
・
７
倍

化
し
」

　

９
面
９
段
目
11
行
目
～
を

「
原
告
団
は
一
次
で
２
４
４

人
と
な
り
、
神
奈
川
の
提
訴

と
合
わ
せ
て
１
９
８
８
人
と

な
っ
た
。」

　

11
面
表
３
下
か
ら
４
段
目

を
「
根
管
内
細
菌
」

　

11
面
表
３
下
か
ら
20
段
目

を
「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
難
症

例
鑑
別
」

す
事
が
ら
が
、
国
会
で
ま
っ

た
く
審
議
さ
れ
ず
、
国
民
に

知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
義
務

化
さ
れ
る
こ
と
な
ど
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
歯
科
医
師
は
、
患

者
の
医
療
を
受
け
る
権
利
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
世
界

に
冠
た
る
日
本
の
公
的
医
療

保
険
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
も
、
そ
れ
に
反
す
る
レ

セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に

断
固
反
対
す
る
。

２
０
０
９
年
５
月
16
日

�

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

�

第
45
回
通
常
評
議
員
会　

　

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
こ

と
の
な
い
国
民
は
い
な
い
。

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が

さ
れ
て
か
ら
生
ま
れ
た
人

は
、
文
字
通
り
生
ま
れ
て
か

ら
死
ぬ
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
医

療
情
報
が
国
や
保
険
者
（
企

業
）
に
掌
握
さ
れ
る
。
ど
ん

な
病
気
に
か
か
り
、
ど
の
医

療
機
関
を
受
診
し
、
ど
の
よ

う
に
診
断
さ
れ
、
ど
れ
だ
け

の
期
間
通
院
・
入
院
し
た
の

か
等
々
が
、
本
人
の
承
諾
な

し
に
集
約
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
情
報
漏
え
い
が
起
き
れ

ば
、
社
会
的
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
。
個
人
に
は
、
自
ら

の
個
人
情
報
の
デ
ー
タ
化
を

議案に対して賛成の手を上げる評議員＝16日、Ｍ＆Ｄホール

患
者
・
医
師
か
ら
医
療
を
取
り
上
げ
る

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
反
対
す
る

専門家がおこたえします

室相 談各 種
法律相談

【日　時】６月１日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信�弁護士

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

税務相談
【日　時】６月17日（水）午後２時～５時
【相談者】疋田英司�税理士

雇用相談
【日　時】６月18日（木）午後２時～４時
【相談者】堀口正二�社労士

求
が
で
き
な
く
な
る
事
態
も

想
定
さ
れ
る
。

　

本
来
、
レ
セ
プ
ト
は
、
あ

く
ま
で
医
療
機
関
か
ら
保
険

者
へ
の
医
療
費
の
請
求
書
で

あ
り
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下

な
い
。

　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
、
政
府
・
規
制
改
革
会
議

の
決
定
に
あ
る
よ
う
に
、
レ

セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
目
的
外
利

用
が
主
目
的
と
さ
れ
て
い

「
標
準
」
化
で
あ
る
。
ま

た
、
各
医
療
機
関
の
診
療
傾

向
の
把
握
や
全
国
傾
向
の
把

握
が
瞬
時
に
可
能
に
な
り
、

い
ず
れ
も
医
師
の
裁
量
権
と

患
者
や
疾
患
の
個
別
性
を
無

　

私
た
ち
は
、
憤
り
を
禁
じ

え
な
い
。
例
え
、
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
い
か
な
る

利
便
性
を
も
た
ら
す
と
し
て

も
、
患
者
・
国
民
の
受
け
る

医
療
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

視
し
、
医
療
費
抑
制
を
容
易

に
す
る
。
さ
ら
に
、
最
も
デ

リ
ケ
ー
ト
な
個
人
の
医
療
情

報
の
民
間
（
企
業
）
活
用
へ

の
道
も
開
か
れ
て
い
る
。

る
。
ま
ず
、
レ
セ
プ
ト
の
カ

ル
テ
並
み
記
載
へ
の
様
式
変

更
、
そ
れ
に
伴
う
医
療
の

で
も
な
い
。
ま
し
て
や
、
他

目
的
へ
の
利
用
は
ま
っ
た
く

想
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は

拒
否
す
る
権
利
が
あ
る
。
国

民
が
こ
の
事
実
を
知
れ
ば
、

医
療
機
関
は
、
レ
セ
プ
ト
請

（
11
期
目
）、
辻
本
勝
（
３

期
目
）、
山
上
紘
志
（
10
期

目
）、
吉
田
裕
志
（
２
期

目
）
各
氏
の
６
人
を
選
出
し

た
。

　

規
約
第
11
条
に
も
と
づ
き

理
事
会
で
互
選
し
た
。

　

45
回
評
議
員
会
後
、
同
評

議
員
会
で
選
出
さ
れ
た
理
事

に
よ
る
臨
時
理
事
会
で
、
理

事
長
に
伊
津
進
弘
氏
（
５
期

目
）、
副
理
事
長
に
小
澤
力

（
２
期
目
）、
貴
島
正
彦

（
11
期
目
）、
下
井
戸
昭
介

　

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
伊
津

進
弘
理
事
長
は
、「
10
年
で

歯
科
医
療
費
は
２
６
０
億
円

減
り
、
国
民
医
療
費
に
占
め

る
割
合
は
７
・
５
％
ま
で
低

下
し
た
。
歯
科
医
は
週
60
・

２
時
間
に
及
ぶ
長
時
間
労
働

と
一
人
あ
た
り
診
療
時
間
の

第
45
回
通
常
評
議
員
会
特
別
決
議

（
お
詫
び
と
訂
正
）

　

評
議
員
会
で
選
出
さ
れ
た
理
事
・
監
事

【
理
事
】
安
積
中
（
現
・
平
野
区
）、
伊
津
進
弘
（
現
・

八
尾
市
）、
小
澤
力
（
現
・
西
成
区
）、
貴
島
正
彦
（
現
・

東
大
阪
市
）、
小
山
榮
三
（
現
・
枚
方
市
）、
近
藤
正
（
現

・
池
田
市
）、
下
井
戸
昭
介
（
現
・
堺
市
）、
杉
本
叡
（
新

・
柏
原
市
）、
辻
本
勝
（
現
・
城
東
区
）、
寺
嶋
洋
幸
（
現

・
西
成
区
）、
土
井
英
暉
（
現
・
東
成
区
）、
冨
本
昌
之

（
現
・
港
区
）、
中
村
新
太
郎
（
現
・
富
田
林
市
）、
林
哲

平
（
現
・
淀
川
区
）、
早
田
寿
夫
（
現
・
住
吉
区
）、
兵
頭

正
道
（
現
・
高
石
市
）、
松
本
博
（
新
・
淀
川
区
）、
三
井

泰
正
（
現
・
西
淀
川
区
）、
森
啓
（
現
・
東
住
吉
区
）、
矢

部
あ
づ
さ
（
現
・
八
尾
市
）、
山
上
紘
志
（
現
・
堺
市
）、

吉
田
裕
志
（
現
・
住
之
江
区
）

【
監
事
】
古
田
光
行
（
現
・
城
東
区
）、
宮
本
辰
雄
（
現

・
東
成
区
）

第
３
回
臨
時
理
事
会

伊
津
氏
、理
事
長

に
５
選

第45回評議員会

09・10
年
度
方
針
、役
員
等
を
決
定

原告団にご参加ください

　　レセプトオンライン請求
「義務化撤回」大阪訴訟第二次提訴

　オンライン化されれば情報漏えいの危険性を伴い、患
者さんから損害賠償を求められる可能性もあります。レ
セプトはあくまで診療報酬の請求手段で、オンライン請
求しか受けつけないのは、まったく道理がありません。
　５月末日で締め切る最終提訴に原告として加わり、国
が義務化を撤回するよう共に声をあげてください。
　申し込みは協会まで（06‒6568‒7731）
※裁判所以外には、お名前は公表されません

【締め切り】　５月30日。６月中旬に提訴予定
【参加費用】　原告１人につき収入印紙代等の訴
訟費用として、１万３千円の負担をお願いして
います。それ以上の負担はありません。

運
動
重
視
の
予
算
編
成
の
立

場
か
ら
積
立
金
の
あ
り
方
に

つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

　

五
号
議
案
で
選
出
さ
れ
た

新
年
度
の
理
事
は
22
人
、
監

事
は
２
人（
表
）。


